
竹内久一

《陵王面》

明治44(1911)年

東京藝術大学
【通期展示】
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雅楽とは舞楽、管絃、歌物 (催馬楽・朗詠 )、 国風歌舞などの総称です。

早くは5世紀頃に大陸や朝鮮半島から伝来したものが Fl本在来の歌舞と

融合し、奈良時代には雅楽寮が設置されて国家の公式行事に演奏される

ようになりました。平安時代になると、宮中儀式楽としてだけでなく貴族たち

が楽しむ宮廷音楽としても広がりをみせました。また、四天工寺や春日人社

などの社寺では現在でも儀式楽として受け継がれているほか、極楽浄土

を思わせることから迎講などの法会において章要な役割を果たしています。

天皇陛下の御即位を記念する本展では、日本の伝統

音楽。芸能である雅楽の歴史と現在を、宮内庁が所蔵

する貴重な品々を中心にご紹介します。華やかな舞楽

装東、装飾された楽器や楽譜、雅楽を主題に制作された

絵画や彫刻、工芸作品など約 120点 によって構成される

「雅楽の美」の世界をご堪能ください。

海野勝颯 《蘭陵王置物》
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明治23(1890)年 官内庁二の丸尚蔵館

【通期展示】

《下無調撥合》(部分)

鎌倉時代 14世紀 宮内庁書陵部 【前期展示】

■

も

メ

１

１

キ

■

■
●

≡

ｉ

〓

ｌ

・

午

・
よ

Ｌ
．　
７
１

氏

，
，

′、
．

．
こ

こ

」

ｔ
二

．

‐
“

晨

４

，Ｉ

Ｉ

ｔ

¨
■
●

■

．
■

■

・ｔ

■

●

〓

本

や

，

．
―
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一●

―

●

・

　

革

ム

●

（
■

■
出
■

Ｌ

二

構

千
■

―
三
〓
■

．　
　
●

一渫
４
嬌
十
二

れ
■

〓
４

１
、

丁

・
　
゛
ず

・
．　
　
ｔ
４

●
十

●

養
■

■
●
●
‐
ｔ
●

¨
●

，
■

キ

一
Ｔ
‘

．

ム
を
キ

ー

●

一
―

″

藤原貞幹(模 )《信西古楽図》(部分)宝暦5(1755)年 東京藝術大学 【通期展示場面替あり】

晰

狩野永岳 《散手・貴徳図衝立》                                 《高歳楽常装束》(部分)宮 内庁式部職楽部 【通期展示】

江戸時代 19世紀 宮内庁三の丸尚蔵館 【右:散手図(前期展示)、 左:貴徳図(後期展示)】

[表面図版]上から:狩野永岳《散手・貴徳図衝立》(部分)、 (太 鼓》安政2(1855)年 宮内庁三の丸尚蔵館【通期展示】、《笙蛮絵》室町時代15世紀宮内庁三の丸尚蔵館I前期展示】、並河靖之《舞楽図花活》明治10(1877)年 宮内庁三の丸尚蔵館【通期展示】
《雅楽図》(部分)明治17(1884)年 宮内庁三の丸尚蔵館【通期展示場面書あり】、藤原貞幹(槙 )(信西古楽図》(部分)、 高階隆兼(春日権現験記絵》(部分)延慶2(1309)年 宮内庁三の丸尚蔵館【通期展示場面替あり】

4月 11日 (上 )、 5月 9日 (L)11:30、 13:30、 15:30(各 国 約30分 )

会 場 展覧会場内特設ステージ 奏者 中村仁美 (筆策・ひちりき)

※会期中、東京藝術大学の学生による演奏を予定しています。詳しくはホームページでお知らせします。

は無料 ↑

(事前申込不要)

よ―り徒歩15分

不苺泄

東京藝術大学
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